
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年１２月 

千 葉 市 

 

「住み続けたいまち・千葉市」をつくるために 

市民１万人のまちづくりアンケート報告書 

 

◆調査項目◆ 

１．生活満足度の状況 

２．生活行動の状況 

３．まちづくりにおける施策の重要度 

４．暮らし向きの変化（５年前との比較） 

５．生活環境の変化（５年前との比較） 
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4.6 

8.1 

15.9 

15.0 

15.3 

23.1 

17.4 

0.7 

0 20 40 

13～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

（％）（n=3,507）

 

◆目的 

 

このアンケートは、千葉市の今後のまちづくりに向けて、市民の生活環境に対する満足度やまちづく

りに関する意見などをうかがい、政策評価や次期実施計画の策定に役立てるために実施しました。 

 

◆調査対象 

住民基本台帳及び外国人登録原票から、無作為抽出した市内に在住する 13 歳以上の市民１万人を対

象としました。 

 

◆調査時期 

 平成 21 年７月 15 日（水）～８月７日（金） 

 

◆回収率と回収数 

  ３５．４％（３，５０７件）  

【参考：平成 16 年度調査】３５．１％（３，５２１件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■性別                 ■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご覧いただく際の注意事項 

●図表中の（ｎ＝＊（＊は自然数））は、集計母数を表しています。 

●回答比率（％）は、その設問の回答者数を母数として算出しています。そのため、複数回答の場合、選択

肢ごとの回答比率を合計すると 100％を超えることがあります。 

●回答比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しています。そのため、属性ごとの回答比率の合計が、

100％にならないことがあります。 

   

（n=3,507）

無回答
17.6%

女
47.3%

男
35.1%

調査の概要 

回答者の属性 
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19.6 

18.4 

15.4 

14.9 

13.2 

16.4 

2.1 

0 20 40 

中央区

花見川区

稲毛区

若葉区

緑区

美浜区

無回答

（％）（n=3,507）

11.1 

10.1 

35.4 

39.3 

4.0 

0 20 40 60 

５年未満

５年以上～

10年未満

10年以上～

30年未満

30年以上

無回答

（％）（n=3,507）

0.5

4.8

24.4

5.1

1.3

16.7

2.5

3.6

23.4

13.1

3.1

1.4

0 20 40 

農･林･漁業

自営業・家族従業者

会社員（役員等含む）

公務員・団体職員

自由業

無職

大学･短大･専門学校生

中学・高校生

専業主婦・主夫

パート・アルバイト

その他

無回答

（％）
（n=3,507）

12.3 

12.9 

8.1 

8.7 

9.8 

26.8 

14.7 

29.2 

0 20 40 

小学校入学前の乳幼児

小学生

中学生

高校生

大学･短大･専門学校生

65～74歳の方

75歳以上の方

無回答

（％）（n=3,186）複数回答（n=3,507） 一人
暮らし
8.6%

同居
家族あり

90.8%

無回答
0.6%

■居住区                ■市内在住期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■世帯構成               ■同居家族 
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34.4

36.2

20.5

20.3

20.6

14.9

17.5

7.2

13.9

6.6

7.8

8.8

4.2

6.2

5.3

4.5

5.3

4.2

3.6

3.4

3.4

2.4

2.5

1.8

42.5

34.5

41.8

36.2

35.7

33.4

28.1

31.9

22.6

26.3

23.2

21.3

25.4

23.2

23.7

23.8

20.6

21.4

18.7

16.7

15.6

14.1

11.3

10.9

11.8

19.7

20.2

24.9

18.0

20.5

21.6

31.6

22.6

27.1

33.5

21.4

33.0

28.6

31.9

32.0

27.8

32.7

34.5

30.6

29.6

32.9

30.9

26.6

5.5

8.9

8.4

10.4

13.5

13.1

9.8

14.9

18.0

17.3

15.9

17.5

13.6

16.3

12.7

21.6

16.1

10.3

20.7

14.4

10.8

17.0

6.8

7.2

11.7

15.3

15.3

8.0

19.9

14.8

12.4

16.3

15.5

10.0

15.1

10.7

21.8

12.5

5.8

18.9

14.6

8.7

20.2

13.9

2.1

1.0

1.6

10.0

4.4

5.2

4.4

14.4

16.4

5.7

13.6

0.7

11.3

6.8

20.8

27.5

15.5

2.7

1.7

1.7

3.6

2.6

そう思う

15.2

3.9 4.2

4.7

そう思わない

27.9

25.1

1.6

0.8

0.5

0.4

0.2

知らない

3.8

2.8

1.9

2.2

2.1

2.1

2.9

1.8

1.5

1.9

1.9

1.5

2.8

1.4

1.5

2.2

1.4

1.1

0.9

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料品・衣料品など、市内で満足のいく日常的な買物ができる

市内に住み続けたい

市内の花や緑は豊かだと感じている

身近な地域の街並みに愛着がある

 東京に行かなくてもショッピングや食事などを
                                  十分に楽しんでいる

鉄道・バス・都市モノレールなど市内の公共交通の便はよい

身近な公園に満足している

市政だよりや市ホームページなど、市が提供する情報は
                                        わかりやすく充実している

身近な水辺に親しみを感じている

公共の場でのバリアフリー化が現在進んでいる 

市内には家族や友人と行きたい施設やイベントがある

市内で生産された農産物を食べる機会または市内の
                                 農村部を訪ねる機会がある

市内の治安は良い

市内には自分が学びたいことを学べる場がある

市内の医療体制は充実している

近所の青少年は健全に育っている

市内の道路は歩きやすい

市内には芸術文化の活動や鑑賞の場が充実している

千葉市は、火災予防・救急救助体制の充実、防災備蓄品の
                           整備など、消防・防災体制が整っている

市内の道路は安心して車を運転することができると思う

高齢者に対する保健福祉サービスが充実している 

千葉市の学校教育の取組みは充実している

市内には働く場所がたくさんある

子育て支援サービスは充実している

（n=3,507）

どちらかとい

えばそう思う
どちらとも

いえない

どちらかといえ

ばそう思わない

 

 

 

１．生活満足度の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 
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２．生活行動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在の千葉市の生活環境に対する市民の評価をみると、「日常的な買い物の便利さ」「市内への

定住意向」「花や緑の豊かさ」「地域の街並みへの愛着」「ショッピングや食事などの楽しさ」に

対する評価が高くなっており、これらについて市民の生活満足度が高いことがうかがえます。 

○その一方、「子育て支援サービス」、「働く場所」、「学校教育」、「高齢者に対する保健福祉サービ

ス」、「市内道路における車の運転のしやすさ」に対する評価は低くなっています。 

 

 

 

○市民の生活行動をみると、「ごみの減量やリサイクル」「健康づくり」「省資源・省エネルギー」

に対する市民の意識が高くなっており、日常的にこれらに取り組んでいる人の多いことがわか

ります。 

○その一方、「国際協力活動」、「美化・環境保全活動」、「スポーツ・レクリエーション活動」につ

いては、日常的な取組みが少なくなっています。 

 

 

66.7

63.4

61.8

42.1

37.7

32.6

27.2

22.9

13.5

26.6

27.1

31.7

15.9

7.2

10.1

11.7

5.1

5.7

8.8

5.7

51.6

45.5

59.5

61.4

64.3

80.4

0.9

0.7

0.9

0.9

0.9

0.7

1.0

0.9

はい

5.4

どちらともいえない いいえ

1.3

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日頃、ごみをなるべく出さないことや、
　　　　　　　リサイクルに心がけている

日頃、健康づくりに気を使っている 

日頃、省資源・省エネルギーに心がけている

この1年間に、生涯学習施設を利用したことがある

日頃、自宅や地域で、花作りや植樹など、
　　　　　　　　　　　　緑化活動を行っている

この1年間に、町内自治会やボランティアなど、
　　　　　　 　　　地域活動に参加したことがある

週に1回は、スポーツ･レクリエーション
　　　　　 　　　　　　　活動を行っている

この1年間に、美化・環境保全活動を
　　　　　　　　　　　　　　したことがある

この1年間に、外国人との国際交流の場に参加したり、
   義援金の寄付などの国際協力活動をしたことがある

（n=3,507）
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３．まちづくりにおける施策の重要度 

（１）緑と水辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「緑地や森林の保全」が最も多く、次いで「遊歩道やサイクリングロードの整備など、緑と水辺

のネットワーク化」、「水辺の環境の保全と活用」となっています。 

○その一方、「森林ボランティアや緑と花の地域リーダーなどの育成と活動の支援」、「花のあふれ

るまちづくりの推進」が少なくなっています。 

○「千葉市の海や川・地下水をきれいにする取組み」が最も多く、次いで「ごみの丌法投棄の防止」

「地球温暖化を防止するために二酸化炭素を減らすなど、地球環境問題への対応」となっています。 

○その一方、「市民参加による環境保全活動の支援」などが少なくなっています。 

　

48.8

43.1

34.2

32.9

30.5

29.9

24.5

16.0

3.5

2.7

0 20 40 60

緑地や森林の保全

遊歩道やサイクリングロードの整備など、
                    緑と水辺のネットワーク化

水辺の環境の保全と活用

公園の整備

公共施設や民有地の緑化

公園利用の促進と管理の充実

花のあふれるまちづくりの推進

森林ボランティアや緑と花の地域リーダー
                      などの育成と活動の支援

その他

無回答

（％）

（n=3,507）複数回答

　

49.1

35.6

30.6

27.5

25.5

23.3

16.1

11.1

7.5

7.4

6.6

1.4

3.5

7.2

23.7

0 20 40 60

千葉市の海や川・地下水をきれいにする取組み

ごみの不法投棄の防止

地球温暖化を防止するために二酸化炭素を
          減らすなど、地球環境問題への対応

千葉市の空気をきれいにする取組み

省エネルギーの推進や太陽光・風力などの
                          自然エネルギーの利用

ごみの分別収集や減量化・リサイクル

ダイオキシンや環境ホルモンなど、化学物質による
                        環境汚染を防止するための対策

谷津田や里山など、身近な自然とふれあう環境づくり

環境学習・環境教育の推進

ごみ処理施設・埋立処分場の整備

産業廃棄物の処理対策

環境に配慮した事業活動への支援

市民参加による環境保全活動の支援

その他

無回答

（％）
（n=3,507）複数回答
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（３）保健・福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）生活の快適・安全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「病院や老人ホームなど、保健・福祉施設の整備」が最も多く、次いで「医療体制・サービスの

充実」、「看護師やホームヘルパーなど、保健・福祉サービスを行う人材の確保」、「子育て支援の

充実」、「高齢者への福祉の充実」となっています。 

○その一方、「食中毒の予防など、食品衛生管理の充実」が少なくなっています。 

○「防犯対策の推進」が最も多く、次いで「身近な生活道路の整備と充実」、「大震災などに対する

防災体制の整備」、「消費生活の安定・向上」となっています。 

○その一方、「崖崩れ対策の推進」、「墓地の整備」、「水害対策の推進」、「消防体制の整備」が少な

くなっています。 

　

48.4

43.1

38.0

33.5

19.0

11.9

11.7

8.4

2.9

1.7

2.7

24.7

33.1

0 20 40 60

病院や老人ホームなど、保健・福祉施設の整備

医療体制・サービスの充実

看護師やホームヘルパーなど、保健
      ・福祉サービスを行う人材の確保

子育て支援の充実

高齢者への福祉の充実

がん検診など、検診体制の充実

高齢者の生きがいの増進

健康づくり事業・活動の普及

障害者（障害児）福祉の充実

ボランティアの育成や活動の支援

食中毒の予防など、食品衛生管理の充実

その他

無回答

（％）

（n=3,507）複数回答

　

46.9

44.8

39.8

38.5

32.9

8.9

7.4

4.7

3.8

1.9

3.6

1.2

3.5

5.3

24.4

0 20 40 60

防犯対策の推進

身近な生活道路の整備と充実

大震災などに対する防災体制の整備

消費生活の安定・向上

交通安全対策の充実
点字ブロックやスロープなど、施設や住宅の
                                      バリアフリー化

良質な住宅の整備と住宅情報の提供

公共下水道などの整備

上水道の整備

消防体制の整備

水害対策の推進

墓地の整備

崖崩れ対策の推進

その他

無回答

（％）
（n=3,507）複数回答
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（５）まちの利便性・賑
にぎ

わい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）教育・生涯学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「バスの利便性の向上」が最も多く、次いで「良好な都市景観の形成」、「区役所や駅周辺など各

区の拠点の整備」、「千葉駅や中央公園を中心とする千葉都心の整備」となっています。 

○その一方、「蘇我駅周辺を中心とする蘇我副都心の整備」、「海浜幕張駅を中心とする幕張新都心

の整備」、「都市モノレールの利便性の向上」が少なくなっています。 

○「義務教育（小中学校）の充実」が最も多く、次いで「青少年の健全育成」、「公民館や図書館な

ど、生涯学習施設の整備」、「生涯学習の機会の充実」となっています。 

○その一方、「大学など、高等教育の充実」、「障害児教育の充実」、「高等学校教育の充実」が少な

くなっています。 

　

38.4

29.1

14.5

5.2

4.7

11.9

13.7

15.4

23.8

26.3

27.0

32.1

0 20 40 60

バスの利便性の向上

良好な都市景観の形成

区役所や駅周辺など各区の拠点の整備

千葉駅や中央公園を中心とする千葉都心の整備

鉄道の利便性の向上

幹線道路の整備

土地区画整理事業や市街地再開発事業
                     などによる市街地の整備

都市モノレールの利便性の向上

海浜幕張駅を中心とする幕張新都心の整備

蘇我駅周辺を中心とする蘇我副都心の整備

その他

無回答

（％）
（n=3,507）複数回答

　

46.3

45.9

45.0

36.2

23.2

14.0

13.9

10.3

2.7

6.4

0 20 40 60

義務教育（小中学校）の充実

青少年の健全育成

公民館や図書館など、生涯学習施設の整備

生涯学習の機会の充実

幼児教育の充実

高等学校教育の充実

障害児教育の充実

大学など、高等教育の充実

その他

無回答

（％）

（n=3,507）複数回答
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（７）文化、スポーツ・レクリエーション、国際化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「スポーツ・レクリエーション施設の整備」が最も多く、「文化財・伝統文化の保存と活用」、「博

物館や文化ホールなど、文化施設の充実」が多くなっています。 

○その一方、「外国人が住みやすい地域社会の形成」が少なくなっています。 

○「雇用の促進」が最も多く、次いで「働く人の支援」、「中小企業の育成・支援」、「都市と農村の

交流、地産地消の拡大」が多くなっています。 

○その一方、「工業の振興」、「物流・港湾機能の強化」、「コンベンションの振興」、「商業・業務機

能の強化」が少なくなっています。 

　

42.8

41.4

36.1

32.0

31.9

21.0

11.6

2.0

9.1

0 20 40 60

スポーツ・レクリエーション施設の整備

文化財・伝統文化の保存と活用

博物館や文化ホールなど、文化施設の充実

芸術文化活動への支援や人材育成

スポーツ・レクリエーション活動の推進

国際交流・協力活動の推進

外国人が住みやすい地域社会の形成

その他

無回答

（％）
（n=3,507）複数回答

　

42.3

29.9

23.9

13.9

8.8

6.0

1.0

6.4

3.1

4.0

11.0

13.1

17.3

29.9

46.1

0 20 40 60

雇用の促進

働く人の支援

中小企業の育成・支援

都市と農村の交流、地産地消の拡大

農業の後継者の確保・育成

観光の振興

環境にやさしい農業の推進

ベンチャービジネスなど、新産業の創出

水田や畑など、農業生産基盤の整備

商業・業務機能の強化

コンベンションの振興

物流・港湾機能の強化

工業の振興

その他

無回答

（％）

（n=3,507）複数回答
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（９）参加・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．暮らし向きの変化（５年前との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「わかりやすい市政情報の提供」が最も多く、次いで「行政の窓口サービスの向上」、「市民参加

のまちづくりの推進」、「コミュニティづくりの推進」、「ボランティアやＮＰＯ活動の促進」とな

っています。 

○その一方、「男女共同参画社会の形成」が少なくなっています。 

 

 

○５年前と比べた現在の暮らし向きについては、「経済的なゆとり」や「精神的なゆとり」が「悪

くなった」と感じている人が多くなっています。「全体的な暮らし向き」としても、「悪くなった」

と感じている人が多くなっています。 

 

 

　

51.1

48.9

28.9

27.8

25.0

21.5

15.8

1.1

8.0

0 20 40 60

わかりやすい市政情報の提供

行政の窓口サービスの向上

市民参加のまちづくりの推進

コミュニティづくりの推進

ボランティアやＮＰＯ活動の促進

電子市役所の充実

男女共同参画社会の形成

その他

無回答

（％）

（n=3,507）複数回答

13.8

16.9

21.8

12.1

14.8

27.3

19.4

31.9

61.0

35.8

66.8

41.3

42.6

49.9

15.9

38.2

31.2

12.9

28.0

34.3

2.2

3.3

1.4

0.7

3.3

0.9

1.1

良くなった 変わらない

53.6

悪くなった わからない

2.9

2.2

2.9

2.1

2.7

2.5

2.4

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経済的なゆとり

住宅事情

精神的なゆとり

健康状態

近所づきあい

時間的なゆとり

全体的な暮らし向き

（n=3,507）
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31.8

22.1

16.0

14.9

5.6

4.5

3.8

2.1

1.9

10.6

1.7

8.4

8.7

2.1

1.7

2.7

25.5

1.9

10.8

0.9

22.0
21.3

0.7

0.3

0.6

1.1

1.1

1.8

2.5

3.0

3.1

3.4

3.4

3.5

4.8

7.7

8.8

8.9

10.1

12.1

15.8

7.3

12.2

4.1

11.0

7.6

17.4

17.6

10.0

3.8

5.4

8.0

3.2

7.3

0 10 20 30 40 50

地域での買い物のしやすさ

地球温暖化への配慮

公共交通の便利さ

食の安全・安心

身近な安らぎの場

医療や検診の受けやすさ

車道の走りやすさや歩道の歩きやすさ

犯罪を防止する環境

自然環境の豊かさ

まちのイメージや賑わい

市が提供する情報のわかりやすさ

大人が学べる環境

スポーツやレクリエーション活動に親しむ環境

大気や川・海のきれいさ

高齢者の住みやすさ

文化や芸術に親しむ環境

地域の住民同士の交流

子どもの生みやすさ・育てやすさ

災害への備え

市民活動の多様さ

子どもの教育環境

障害者の住みやすさ

働く場や機会

外国や外国人との交流

産業の活発さ

その他

無回答

（％）
（n=3,507）複数回答

５．生活環境の変化（５年前との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○５年前と比べて千葉市の生活環境で特に良くなった点としては、「地域での買い物のしやすさ」

が最も多く、次いで「地球温暖化への配慮」、「公共交通の便利さ」、「食の安全・安心」、「身近な

安らぎの場」となっています。 

○一方、５年前と比べて特に悪くなった点としては、「働く場や機会」が最も多く、次いで「車道

の走りやすさや歩道の歩きやすさ」「犯罪を防止する環境」となっています。 

 

特に良くなった 

特に悪くなった 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住み続けたいまち・千葉市」をつくるために 

市民１万人のまちづくりアンケート報告書 

平成 21 年 12 月 

〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1-1 千葉市企画調整局企画課 

TEL 043-245-5046  FAX 043-245-5534 

E メール  kikaku.PC@city.chiba.lg.jp 

ホームページ URL http://www.city.chiba.jp/kikakuchosei/kikaku/questionnaire.html 

 


